
 

 
議  事  録 

 

業務件名 須崎市公共下水道施設等運営事業 

日  時 令和 8 年 1 月 21 日（水） 自 13：30 ～ 至 14：20 

出 

席 

者 

須崎市上下水道課 4 名 

須崎市環境未来課 4 名 

（株）クリンパートナーズ須崎（以下 CPS） 7 名 

 

打合せ場所 須崎市役所会議室 記録作成者 CPS 

資

料 

・令和 7 年 12 月度すさき家パートナー会議資料（CPS） 

・令和 7 年度社用車ラッピング事業実施報告書 

・ヤギさんレンタル実証実験実施報告書 

打合せ事項、対策・合意事項等 

令和 7 年 12 月度すさき家パートナー会議 

 

1.出席者を確認した。 

 

2.今月のセルフモニタリングのチェック項番 

・セルフモニタリング会議で確認したチェックリスト項番を示した。 

 

3.経営に関する業務 

・12 月度の財務状況を報告した。 

・法令順守、情報公開に関して、特に問題が無いことを確認した。 

・7 月 1 日～12 月 25 日に、CPS 社用車両ラッピング事業を実施した。 

・10 月 14 日～12 月 8 日に、動物飼養による除草対策（ヤギさんレンタル）実証実験を実施した。 

 

4.汚水管きょ 

降雨後の巡視は、日降水量 100mm 以上を目安に実施しており、12 月度は、12 月 14 日の 7.5mm 

が最大であったため大雨後の巡視を実施しなかった。 

・経年劣化が見られる箇所は発見されなかったが、今後も引き続き点検、巡視を行っていく。 

 

 

 

 

 

（次項へ続く） 



 

打合せ事項、対策・合意事項等 

5.雨水管きょ 

・12 月度は 10 人孔の巡視、点検を行った。経年劣化が見られる箇所が数か所あり、今後も引き続き 

点検、巡視を行っていく。 

・修繕推奨項目リストは前月から変更なし。 

・人孔番号 18-R3 の修繕工事発注に向けて、施工業者と調整中である。 

 

6.終末処理場 

・10 日、№1.2 初沈汚泥引抜ポンプの分解点検を行い、カップリングロッド部へのし渣絡みが確認さ 

れたため、ステーター、ケーシング等を取り外して除去した。ローター、ステーター部に微細な摩 

耗が見られたが運転に支障が及ぶ傷や劣化が見られなかったため、今回は交換整備を行わなかった。 

・生物膜ろ過№1、2 ばっ気ブロワは生物膜ろ過槽休止中も週一回、10 分間の保守運転を行う設定と 

していたが運転設定に不具合が生じ、実際には今年 5 月より保守運転を行っていなかった。そのた 

めブロワが錆で固着し運転できない状態となっていたことから、17 日に業者が復旧整備を実施した。 

現在は、毎週水曜日 13 時に運転するよう再設定し、実際に保守運転を確認している。 

・12 月の生物膜ろ過施設の省略化による電力削減率は 25.3%である。 

 

 

7.クリーンセンター横浪 

・1 日、最終処分場で現状の打ち合わせを実施した。（市と CPS） 

・6 日、クリーンセンター横浪進入路の草刈りを実施した。（業者） 

・8 日、破砕機上部の照明とカメラを保護するエキスパンドメタルが変形し、保護できない状態のた 

め、25～26 日にエキスパンドメタルの交換を実施した。（業者） 

・9 日、色ビンの搬出を行った。（業者） 

・9 日、小型家電の回収を行った。（業者） 

・16 日、空調設備の点検を行った。（業者） 

・19 日、茶瓶の搬出を行った。（業者） 

・26 日、市発注の埋立処分場の埋立処分計画策定業務に伴い請負業者と市及び CPS が打ち合わせを 

実施した。（業者） 

・9 月 30 日から故障していた調整槽№2 移送ポンプの更新を 12 月 24 に実施し、現在、№1 と№2 の 

交互運転に復旧している。 

 

8.漁業集落排水処理施設 

・池ノ浦地区、白浜地区、蜂ヶ尻地区、中ノ島地区の 4 地区は 12 月 6 日及び 16 日、戸島地区は 16 

日に、要求水準書に定められた項目に従って保守点検を実施した。 

 

9.雨水ポンプ場 

・要求水準書に定められた項目に従って保守点検を実施した。 

 

 

 

（次項へ続く） 



 

打合せ事項、対策・合意事項等 

10. その他連絡事項 

・次回すさき家パートナー会議は、令和 8 年 2 月 26 日 13 時 30 分開催（保健センター2 階会議室 3） 

とする。 

・須崎総合高等学校のディスカッション事業について、今回生徒から出た意見（SNS の活用など） 

は、来年度の会社の事業として取り入れられる可能性があるか、今後社内で検討していく予定であ 

る。 

・ヤギさんレンタル実証実験は費用対効果を得られない結果となったが今後も引き続き条件を変え 

て実証実験を行うことで有効性を検証したいと考えている。 

・生物膜ろ過№1、2 ばっ気ブロワが故障した状態だと、放流水質が悪化した際に休止中の生物膜 

ろ過槽を立ち上げられないため、このような状況は改善すべきと市から指摘があった。また、この 

件の報告が市と行き違いになっていたため、再発防止を努めていく。毎週水曜日の 13 時に自動洗 

浄がかかるため運転履歴にて確認している。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


